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　公認スポーツファーマシストは
2009 年度に世界に先駆けて誕生し
ましたが、当初は医療分野でもス
ポーツ分野でも全く認知されており
ませんでした。もちろん、私もその
１人でした。
　公認スポーツファーマシストは、
最新のドーピング防止規則に関する
正確な情報・知識を持ち、競技者を含めたス
ポーツ愛好家などに対し、薬の正しい使い方
の指導、薬に関する健康教育などの普及・啓
発を行い、スポーツにおけるドーピングを防
止することを主な活動としています。薬剤師
の資格を有し、所定の課程を修めた方が日本
アンチ・ドーピング機構より認定される資格
制度です。
　そんな私がこの資格を取得するに至った
きっかけは “ おいでませ！山口国体 ” の開催
でした。それまでの私は、マラソンが趣味の
１つであり地方のマラソンや駅伝大会に参加
していましたが、実はその時に少しでも良い
成績を残そうとツロブテロールテープを貼っ
て出場したことがありました。
　でも今思えばこれはれっきとしたドーピン
グ行為ですね。ツロブテロールは気管支を拡
張させるβ２作用薬ですが、交感神経の興奮
作用および蛋白同化作用により筋肉繊維の増
加があるために明確に禁止されている薬剤の
１つであります。
　薬剤師として十分に薬理作用を知っている
はずの私でもドーピングという概念が全くあ
りませんでしたので医師、ましてや選手にし
てみれば寝耳に水です。ゆえに国内では「うっ
かりドーピング」が後を絶たないのです。そ
んな状況では間違いなく国体でも違反者が出
てしまうことが予想されます。そこで山口県
薬剤師会では特別委員会を立ち上げ、国体に
参加する全ての選手をサポートする体制を敷
くことになり、私もその１人としてこの資格
を取得することになりました。

　県民や関係団体に対
して、いろいろドーピ
ングに対する講習会や
周知を徹底した成果が
あったのか、いよいよ
国体が近くなり私の職
場にも問い合わせの電
話がかかるようになり
ました。それは地元の
医師や歯科医師からで
した。例えば、「先生、
お知恵を貸して下さ
い。選手が吐き気があ
ると受診されたんです
が、メトクロプラミド
を点滴していいでしょ
うか？」
　普段の医師と薬剤師の関係では、医師のこ
のような腰の低い対応はなかなかありません
から、優越感というか誇らしい気持ちという
か、とにかくこの資格を取って薬剤師として
の知識を生かせた喜びに心躍らせた思いでし
た。
　ちなみに、メトクロプラミドは成分として
は問題ないのですが、静脈内注入自体、医療
機関の受診過程または臨床検査において正当
に受ける場合を除き禁止されています。静脈
内注入そのものは競技成績の向上をもたらし
ませんが、エリスロポエチンの使用や輸血に
より違法に上昇させたヘマトクリット値を急
速に低下させたり、摂取した違法薬物の血中
濃度を下げる。あるいは尿中排泄を促し、ドー

ピング行為を隠すために輸液が行われる可能
性があるため禁止されています。
　また山口県薬剤師会では、大会期間中ドー
ピングについての相談を受けるための 24 時
間ホットラインを設置しました。するとこの
情報を知った国際大会出場中の空手選手が国
際電話で問い合わせをしてきたり、中国で活
躍中の某有名卓球選手？からは中国語で書か
れた医薬品添付文書をＦＡＸしてこられる例
もありました。アセトアミノフェンとアマン
タジンの合剤といった日本ではあまりお目に
かかれない医薬品に遭遇しましたが、さすが
に中国語でのＦＡＸにはびっくりしました。
　中には水泳大会の前日に国体選手だと申告
して受診し、医師からは「問題ない」と太鼓
判を押されて処方されたプロカテロール塩酸
塩の吸入使用に関して心配になり、問い合わ
せをした選手がいました。これもβ２作用薬
で明確な禁止薬であり、危うくドーピング違
反をしてしまう選手を救うこともできまし
た。
　そのほか、新コッコアポＡ錠は大丈夫か？
といった問い合わせ。商品名はカタカナです
が実は医療用で言う防風通聖散という漢方
で、エフェドリンが含まれています。これも
興奮薬として禁止されていますが、こういっ
た知識は薬剤師でないと絶対に分からなかっ
た事例です。
　もう１つの取り組みとしてアウトリーチプ
ログラムというのがあります。これは競技会
場の競技者待機スペース等にブースを構え、
ドーピング防止に関する啓発活動・相談受付
をするものです。実際に最前線で選手たちを
バックアップするという責任がある、やりが
いのある働きができ、この資格を取得してよ
かったと実感する機会でもありました。
　まだまだスポーツファーマシストは誕生し
たばかりの制度であり、認知は十分だとは言
えません。ですが薬剤師の職能の１つとして
スポーツ界はもちろん、学校関係の方々など
に大変期待を寄せていただいています。選手
に対してドーピングの講習会開催、競技大会
でのアウトリーチなど、あらゆる場面で職能
を生かせるように取り組んでいきたいと思い
ます。
　学生のみなさんも、薬剤師という立場から
アスリートをサポートし、まだまだ未開拓の
この資格をみなさんの若い力で開拓してみま
せんか？
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